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新潟国際情報大学情報文化学部
助教授　小宮山智志

十日町高校の皆さん

働くこと・学ぶことを楽しめるか

－“情報”が“行動”に与える影響：新しい社会のために－

秩序原理の変遷

問1：私たちはなぜここに集まっているのか？

問2：なぜ私たちの目は二つなのか？

問3：ペンはなぜ落ちるのか？

ポイント：それぞれの問いを説明する秩序原理が違う。
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＊物質－エネルギーの法則VS情報

　・天体は物理法則に従って動いている。

· 情報誕生：変更可能！

例：名という呪い

「智志」　「智」：父親　　「志」：志す　→父の後を継ぐ

虹は何色？　これってナニ　ジェンダー等
・ただし、何を変えると、どのように変わるか、複雑。意図せざる結果

例：ピグマリオン効果

複雑で難しい。しかし！！

情報の仕組みがわかれば、なりたい自分になれる“情報”
外発的動機のみで働くことの弊害

外発的動機：行為から得られる報酬を行為の動機とすること
内発的動機：行為そのものを動機とすること

例：お金・出世のために働く　外発的動機

　　
　　遊び　　　　　　　　　　内発的動機

例：時を忘れて打ち込めること

例：昭一郎先輩の話

*楽しみの3要素

1.自発性　2.能力と機会のバランス（難しすぎると緊張・簡単すぎると退屈）　　　　　　　3.フィードバック（自分が工夫してその結果が、わかること）

仕事　外発的動機・内発的動機どちらも動機となりうる
　　　外発的動機が強くなりすぎることの弊害

例：尼崎列車事故

　　水俣病

　　耐震偽装事件・リコール隠し等々

農家　自分のうちで食べる分　出荷する分

　　　　　　無農薬　　　　　　　　農薬

　　　　　　確かに虫食いは売れない。

　　　　　　けどそれしか売れない。
いま私たちができること

　　お金のためだけに働く。法律で決まってなければ何をしてもいいという社会

⇔　楽しんで働く。自分の喜びのために、少しでもよいモノ・サービス
　若い私たち！　いま働けば、仕事できる（例：農業高齢化）

　しかし、今は、新しい社会の構想のために

社会の変動が激しい時代！　難しいけど誰かがやらなければならない。
　高等教育を受けることができた幸運な私たちの仕事

　自発性、自分の能力・適性、そして自分で考えて工夫する能力を身につける

　問いを見つけよう！

「自分の問い」：勉強を自分の問いに結びつけることで自発性生じる。

自分の能力・適正見えてくる。
　　　　　　　　問いを解明するために工夫する。
未来のためだけの勉強から、いまも楽しい勉強へ！
